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　使用 済核燃料の 再処 理 を採用 した核燃料サ イ ク

ル で は ，その 使用済核燃料か ら分離 した プル トニ

ウ ム を再度核燃料 と し て 利用す る こ とが で きる 。

天然資源に 乏 しい わ が 国は
，

こ の 再処理 に よ っ て

得 られ る プル トニ ウ ム を準国 産 エ ネル ギ
ーと位置

付け，国内で の 再処理 と核燃料サ イ ク ル の 確立 を
，

原子力発電 を導入 した 当初か ら進 め て きて い る 。

しか し，近年発生 した 数々 の 事故に よ り，原子力

に 対す る 国民の 信頼は 薄れ
， 原子力 関連政 策は 進

める こ とが難 し くなっ て きた。 また，電気料金 の

引 き下げ圧力 と電気事業の 規制緩和 に よ り， 原子

力発 電 を取 り巻 く経済 環境 も厳 し さを増 して き

た 。

　本論 分で は
，

こ の ように原子力 を取 り巻 く社会

的経済的環境が厳 し くな っ て い く状況の 中で
， 現

在め核燃料 サ イ ク ル 政 策に は
，

ど の よ うな問題が

ある の か と い うこ と に つ い て ， 核燃料サ イ ク ル の

コ ス ト評価 に よ る経済的考察，及び バ ッ ク エ ン ド

の 状況 と社会情勢の 関係 に つ い て の 社会的視点 か

らの 考察を行 い
， その 打 開策を提案す る こ とを目

標 と して い る 。

　今回の 核燃料サ イ ク ル 費の 試算で は
，

110万 kW

級 の 軽水炉 に関す る核燃料サイク ル を想 定 し，各

工 程 に か か る物理量 を算定 ， さらに各工 程に かか

る費用 に 関す る情 報を集め ， コ ス ト計算 を行 っ て

い る 。
こ の 評価か ら

， 燃料費が極 め て 高騰す る 可

能性 が極 め て 高 い こ とが 分か っ た 。 こ れ は ，建設

費が 高 く， 燃料費が安 い と言わ れ て い る原子力発

電の 経済性 に悪影響 を及ぼ し，自由化 が進展す る

と思 われ る今後の 電力市場で は，か な り厳 しい 状

況へ と追 い 込 まれ る と考 え られ る 。 また
， 社会的

考察で は
， 使用済燃料排 出量 に関する見通 し，再

処理 量 の 見 通 し，ガ ラ ス 固化体数の 見通 しな ど の

物理量 に 関する 算定 を行 い
， それ ら の 整合性 に 関

する検討 を行 っ た 。 こ の 検討か ら得 られ る必 要貯

蔵施設の 建 設の 可能性 に つ い て
， 昨今 の 社会情勢

を踏 ま え た 考察を行 っ た
。

こ の 考察か ら ，
バ ッ ク

エ ン ド計画が滞 っ て い る 中で使用済核燃料の 貯蔵

な どは極め て 緊急性が高 い 課題で ある が ， 現在の

原子力に対する社会情勢で は，施設の 建設 に は大

変な困難が伴 うこ とが予想 され る 。

こ の よ うな問題 に対処 し，原 子力発電に よ る電力

供給 を安定 させ る た め に は
，

　 使用 済燃料 中間貯蔵施設の 確保 を核燃料 サイ

　 ク ル 政策 の 中心 に位置付 ける 。

　 原子力 に よ る電力 の 利用は ，放射 性廃棄物 を

　生み 出す と い うこ とを国民が 自覚で きる よ うな

　方向へ と，現行の 放射性廃棄物に つ い て の PA

　政 策 を転換す る 。

・国内核燃料サイク ル が極めて高 コ ス トで ある

　 こ とを認め，経済的支援策を明確に する 。

・原子力 を取 り巻 く社会情勢及び経済環境を考

　慮 した，柔軟 な バ ッ ク エ ン ド政策 を検討 する 。

とい っ た
， 現行の 核燃料サ イ ク ル政策及 び原 子力

政策か らの 転換が必要 と考えられ る 。
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